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要約 :本研究は、日本のツイッターと中国のウ
ェイボー (微博)を対象に、日中両国の若

者の最新の利用状況に焦点を当て、日中両国間で質問紙調
査を実施 して、ツイッターとウ

ェイボーの利用頻度、利用手段、時間などの基本的な使用習慣 と、
ツイツターとウエイボ

ーの情報の信頼性 と情報を受け入れる傾向を明らかにしたも
のである。
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1.本研究の目的と研究方法

本研究は、日中両国の若者のツイッターとウエ

イボーの使用実態を明らかにすることが目的で

ある。張・石井 (2012)は 、ツイツターとウェボ

ー・リツイー トの利用率、情報の影響力、情報伝

播過程の特徴を明らかにした。本研究では、研究

対象を大学生に絞って、日本及び中国の大学生各

50人に 2015年 6月 に質問紙調査を行つた。調査

データにより、ツイッターとウエイボーの使用の

きっかけ、使用頻度、使用フローとフロワーの種

類など、両国の大学生の使用実態が把握できた。

本研究では、ツイッターとウェイボーの使用習慣

と情報の判断と受け入れについて明らかにした。

大学時代は青年期後期に入り、
「これまでの各

時期の心の発達をまとめて独自性を作り上げ、社

会の中で自己を確立する時期である」 (エ リクソ

ン,1959)た め、この時期の若者の SNS利用につ

いての研究が重要である。

2.ツ イッターとウエイボーの相違点

2.1 ウエイボーについて
「ウェイボー」は、中国版のツイッターと呼ば

れる。中国語で「微博」と書き、ミニブログとい

う意味で、140文字で、絵文字、画像、動画など

の投稿ができる SNSである。中国で最も使われて

いるのは「シナウェイボー」で、本研究の対象で

ある。

2.2 ユーザー数と機能の比較
日本では、ツイッターの総ユーザー数は 2678万人

になり、アクテイブユーザ
~数は 2075万人で、その

約半分は 10代 と20代のユーザーである。一方、中

国では、ウエイボーの総ユーザー数は 2.49億で、

167億 のアクテイブユーザーの約 25%は 10代 と20

代のユーザーである。 (図表 1)
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日本のツイッターと中国のウェイボーを比較

すると、投稿内容と基本的な使用機能の類似性が

高い (図表 2)。 本質問紙調査の結果から、日本の

回答者の約 84%が ツイッターを使い、中国の回答

者の 87%が ウェイボーを使 うことが明らかになつ

た。スマー トホンでツイッターとウエイボーを使

う比率は両国とも 90%以上に至ることより、スマ

ー トホンの使用が SNSの普及に影響されると想定

された。

3.日 中両国の若者のツイッターとウエイボーの

使用傾向についての分析

31ツイッターとウエイボーの使用習慣の比較

質問紙調査の結果からみると、ツイッターとウ

ェイボーを1時間以下に使用する割合は約 80%の

ため、両国の大学生はツイッターとウエイボーを

使い過ぎずに利用していると言える(図表 3)。

図表 3ツ イッターとウエイボーの利用時間 (両国 50人 ずつ )
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3.2 情報の判断と受け入れの比較

質問紙調査の結果によつて、自分自身が発信者

になる場合は、両国の半分以上の大学生が他人の

気持ちを配慮することができることが分かつた。

自分の投稿内容で他人が不快になりそうな時に、

日本人の大学生あがツイー トを止める害1合は中

国より約 21%高 い、「自分の考えを皆にはつきり

発信する」日本人大学生の割合は、中国人大学生

より 15%低い (図表 4)。 ここで、両国の文化と

教育の違いによつて、差が生じたと推沢1で きる。

図表 4 投稿内容で他人が不1夫になりそうなとき(両国 50人ずつ)
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更に、情報についての判断と受け入れについて、

日本人には、2015年 4月 に
「日本の茨城の鉾田に

イルカ 150匹が打ち上げられたことは、地震の前

兆」といういうデマと、中国人には 2015年 6月

に韓国人の MERS患者の中国への入国後に、
「キ

ムチを食べると、MERSに伝染されない」というデ

マについて、質問した。

図表 5イ ルカ打ち上げについてのデマ
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これらのデータから見ると、日本人の大学生ユ

ーザーが「ほかの方式で調べてみる」の害1合が

70%で多く、デマを本当だと思う人はいない (図

表 5)。 中国人の大学生ユーザーの中で、デマを本

当かもと思つた人は4%しかいない (図表 6)。 し

たがって両国の若者は偽情報とデマについて一

定の判断力を持っていることが明らかになつた。

4.ま とめ
両国の文化とインターネット状況の相違によ

り、利用頻度や利用目的もそれぞれ違うことが示

されると想定したが、両国の若者はツイッターと

ゥェィボーは過度に使わないことと、情報を正確

に判断して受け入れることが明らかになった。

しかし、ツイッターとウェイボーの違いや両国

若者のツイッターとウエイボーの使用中に注意

すべき所が数多く存在している。今後、これらを

より多くの質問紙調査でより詳 しく分析を行 う

予定である。

参考文献 :

(1)張 永祓 ,石井健一 (2012)、 中国のマイ
クロブログ (微博)における情報伝達の特

徴 :Twitter日 本人利用者との比較、情報

通信学会誌,29(4),47-59.

Katz,E.&Blumler,」 G.(1974).UtiliZation of

Mass Conllnunication by thc lndividual,in J.

Blumbr and E.Katz(edS・ ),動θ ttθsグル物sS

Cο″″クれたα″ο″s.Biverly Hills:Sagc,19… 32

E.H.エ リクソン、アイデンティテイと
ライフサイクル、西平直 。中島由恵訳

(20H)、 誠信書房

|~

鰤  〔靱茫 107


